
－1－ 

 

 

2023年１月25日 

各   位 

会 社 名 株式会社fonfun 

代表者名 代表取締役社長 林 和之 

（スタンダード市場・コード2323） 

問合せ先責任者 取締役経営管理部部長 八田 修二 

電話 03-5365-1511 

 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、2023年１月25日開催の取締役会において、当社の完全子会社で、当社グループの主要事業である

SMS送信サービスを提供している株式会社FunFusion（以下「FunFusion」）を、2023年４月１日をもって吸収

合併することを決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、本合併は、100％子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しております。 

 

記 

 

１． 合併の目的 

FunFusionは、当社グループの主要事業のひとつであるSMS事業を行っております。2009年に当社から

の出資により当社の子会社となり、2011年に100％子会社化、2016年からは当社からSMS事業を移管し、

以来、SMS事業の拡販に努め、当社の主要事業と言えるまで着実に成長させてまいりました。 

当社グループは、2021年12月15日開示の中期経営計画（2021/12～2025/3）において、中小企業のDX化

支援に特化し、得意分野かつ成長分野であるSMS事業に選択と集中することを基本方針としております。

グループ全体でSMS事業の成長を目指すために、FunFusionが主体となっていたSMS事業を再び親会社が運

営する体制をとり、事業効率の向上・投資意思決定の迅速化を実現し、さらなる事業拡大を加速してま

いります。 

 

２． 合併の要旨 

（1）合併の日程 

当社ならびに FunFusion での取締役会決議日 2023 年１月 25 日 

合併契約締結日 2023 年 2月 13 日（予定） 

実施予定日（効力発生日）2023 年４月１日（予定） 

 

なお、本合併は、当社においては会社法第 796 条第 2 項に規定する簡易合併であり、FunFusion に

おいては同法第 784 条第 1 項に規定する略式合併であるため、それぞれ合併契約に関する株主総会の

承認を得ることなく行います。 

 

（2）本合併の方式 

当社を存続会社とし、FunFusion を消滅会社とする吸収合併です。 
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（3）本合併に関わる割り当ての内容 

本合併に際して、新株の発行及び金銭等の割り当ては行われません。 

 

（4）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３． 合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

① 名称 株式会社fonfun 株式会社FunFusion 

② 本店所在地 東京都渋谷区笹塚二丁目１番６号 東京都渋谷区笹塚二丁目１番６号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 林 和之 代表取締役社長 林 和之 

④ 事業内容 携帯電話向けメールサービス、 

受託ソフトウェア開発等 
SMS送信事業 

⑤ 資本金 １億円 9,475万円 

⑥ 設立年月日 1997年３月３日 2006年７月13日 

⑦ 発行済み株式数 3,380,920株 1,400株 

⑧ 決算期 ３月31日 ３月31日 

⑨ 大株主及び持ち株比率 

(2022年９月30日現在) 

株式会社武蔵野 39.5％ 株式会社fonfun 100.0％ 

株式会社サイブリッジ 15.1％ 

賀川正宣 3.9％ 

株式会社ＥＧＩＪ 3.1％ 

株式会社ＳＢＩ証券 2.6％ 

⑩ 直前事業年度の経営成績及び財政状態（2022年3月期） 

 ＜連結・日本基準＞ ＜単体・日本基準＞ 

 純資産 531百万円 42百万円 

 総資産 883百万円 97百万円 

 1株当たり純資産 165.84円 30302.13円 

 売上高 556百万円 228百万円 

 営業利益 10百万円 3百万円 

 経常利益 7百万円 3百万円 

 親会社株主に帰属する当期純利益 △17百万円 3百万円 

 1株当たり当期純利益 △5.13円 2625.96円 

 

 

４． 本合併後の状況 

本合併後の当社の名称、事業内容、本店所在地、資本金、代表者の役職・氏名、発行済み株式数及び

決算期に変更はありません。 

なお、2024 年 3 月期につきましては、本合併により連結子会社が存在しなくなるため、単体決算とな

る見込みです。 
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５． 今後の見通し 

本合併は完全子会社との合併であるため、当社の連結業績に与える影響はございません。 

なお、2024 年 3 月期につきましては、本合併により連結子会社が存在しなくなるため、単体決算とな

る見込みです。 

 

（参考）当期連結業績予想（2022 年５月 13 日公表分）及び前期連結実績 

(単位:百万円) 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2023年３月期） 
673 31 26 26 

前期連結実績 

（2022年３月期） 
556 10 7 △17 

 

以上 

 


